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論文内容要旨
 真核生物に高度に保存されているMAPキナーゼカスケードは,細胞内シグナル伝達において極めて重要な
機能を果たすこ
ては,主にERK
伝達経路の4つ
運動や細胞の腫
炎症性
 近年,JNKは,c-JunやATF-2等の核内転写霞子のみならずPaxiiiiエ/,MAPIB,Bc1-2をはじめ・細胞
核外にも複数の
能が注目されて
機構について
 まず,JNK結合性分子に高度に保存されている
目し,JNKの細胞
官形成に重要
となった。そこ
領域)は,JNK
(!00-200ng/ml
た。更に,活性
した。ASKl/JN
これにより
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以上の結果より
よるリン酸化を
にも,本研究で得
研究で実施した
 る上で有効な手段であることが示された。
審査結果要旨
ストレス応答シ
胞死など,多様な
本骨格はタンパ
であり,MAPKとし
MKKK-MKKを介し
調節することが
みならず,Paxi隻
JNKの細胞核外で
胞内局在の空間的
 行った。
まず,JNK結合性
目し,JNKの細胞核
富形成に重要な
かとなった。そ
(CT領域)は,JN
理(100-200エユ
昇した。更に,
酸化した。ASK!/
受け,これにより自
著者は,BMP羅亙
 で活性化されたJNKが,リン酸化を
以上のように,本
JNKによるリン酸
SAPKシステムの
 文が博士(歯学)の学位に値するものと判定した。
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